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元気なうちは
がんばるで

" 豊かさ " をみんなで育む　市民力都市・三豊



保健・相談

みとよ写真帳 ／ 編集後記

施政方針と予算

みとよHOT ほっとNEWS（ホットニュース）

ここ笑み通信 ～子育てするなら三豊が一番！～

’s  深読みひろば

’s Information　みとよくらしのおしらせ①

’s Information　みとよくらしのおしらせ②

4月のお知らせ

三豊市教育大綱策定 ／ 「南部高齢者サポート」開設 ／ 
マイナンバーカードの受け取り ／ コミュニティバス運行時刻変更 ／ 
市民センター仁尾利用開始

国保人間ドック、予防接種 ／ 
国保税、後期高齢者医療保険料、介護保険料の仮徴収 ／ 
後期高齢者医療保険料のお知らせ ／ 国民年金 ／ 
鳥獣被害防止対策補助金 ／ 耕作放棄地再生利用対策補助金 ／ 
税のお知らせ ／ 春のイベント ／ 
粟島アーティスト・イン・レジデンス２０１６ ／ 福祉タクシー

募集 ／ 相談 ／ 講座 ･教室 ／ イベント ／ 納税のお知らせ ／
マリンウェーブ情報 ／ 国際交流協会

男女共同参画 ／ みとよ safe ＆ peace

妊婦・乳児一般健康診査受診票の交付内容変更 ／ 
日常生活用具給付 ／ 遺児年金支給事業 ／ 
　　 's Smile ふぉとぎゃらりぃ ／ 乳幼児健診　など
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財
田
町
の
図
子
忠
義
さ
ん
（
78
）、
フ
ミ
コ
さ
ん
（
76
）

ご
夫
妻
は
、「
財
田
里
山
ビ
オ
ト
ー
プ
」
の
横
に
あ
る
自

分
の
竹
林
で
、
５
〜
６
年
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
招
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

「
今
日
は
み
ん
な
の
じ
い
ち
ゃ
ん
や
か
ら
、
分
か
ら
ん

こ
と
は
聞
い
て
よ
と
言
う
と
、
み
ん
な
が
『
じ
い
ち
ゃ
ん
、

来
て
〜
！
』
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
交
流

で
き
る
の
が
、
と
て
も
楽
し
い
」
と
忠
義
さ
ん
。

ま
た
、
宝
山
湖
の
周
辺
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
桜
や
ア

ジ
サ
イ
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
な
ど
を
植
え
て
、
訪
れ
る
人
が
季

節
の
花
を
楽
し
め
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

「
何
で
そ
ん
な
え
ら
い
こ
と
す
る
ん
や
っ
て
い
う
人
も

い
ま
す
が
、
自
分
が
や
り
た
い
か
ら
し
て
い
る
の
で
、
し

ん
ど
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
一
人

で
す
る
の
は
大
変
や
け
ど
、
妻
と
二
人
で
す
る
か
ら
楽
し

い
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
健
康
で
元
気
な
う
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け

た
い
と
い
う
二

人
。
無
理
を
せ

ず
、
で
き
る
と

き
に
や
り
た
い

こ
と
を
す
る
の

が
、
長
続
き
す

る
コ
ツ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

表 紙

三豊市の人口 ※平成28年3月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による世帯数 22,802 世帯（+25） 総人口 65,296 人（-38） 男 31,191 人（-17） 女 34,105 人（-21）

み
ず
み
ず
し
い

田
園
都
市
を

目
指
し
て

第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
初
日
、
横
山
市
長
が
平
成
28
年
度
の
施
政

方
針
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

合
併
10
周
年
を
迎
え
、
未
来
に
向
か
っ
て
大
胆
に
挑
戦
で
き
る
、
と

き
め
き
あ
ふ
れ
る
み
ず
み
ず
し
い
三
豊
を
目
指
し
て
計
上
さ
れ
た
平
成

28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
３
０
７
億
８
千
万
円
。「
強
く
や
さ

し
く
楽
し
い
三
豊
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
、

6
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

英語で
おお・・もも・・てて・・なな・・しし
平成２８年度がスタートしました。今年は
瀬戸内国際芸術祭２０１６の年。粟島でも
10月 8日（土）～ 11月 6日（日）の 30日
間にわたり、現代アート作品の展示などのイ
ベントが開催されます。
前回の芸術祭は大盛況で、三豊市にも大勢
の外国人が訪れました。今回もきっとそうな
るはず！おもてなしの気持ちを英語で伝えら
れたら、すてきだと思いませんか？
ということで、今月から、誰でもしゃべれ
る簡単な英会話をご紹介します。

【日本語】
こんにちは！ローラです。
私と一緒に、英語で
お・も・て・な・し  しましょう！

Hello! I'm Laura.
Let's learn how to welcome 
visitors together in English!

▲大好きな宝山湖をバックに。ベンチも自分た
ちで設置しました

ハロー

レッツ

ビジターズ トゥゲザー イン イングリッシュ

ラーン ハウ トゥ ウェルカム

アイム ローラ

1

平
成
28
年
度　

施
政
方
針
と
予
算



未
来
志
向
の

ま
ち
づ
く
り
を

10
年
間
で

　
　

約
５
，６
０
０
人
減
少

国
勢
調
査
の
人
口
速
報
値
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
三
豊
市
は
６
５,
５
６
６
人

で
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
よ
り
は
上
回
り
、
減
少
率
は
県

内
８
市
の
う
ち
５
番
目
だ
っ
た
と
は
い

え
、
合
併
以
来
、
10
年
間
で
約
５,
６

０
０
人
の
減
少
と
な
り
、
一
つ
の
町
が

消
え
る
ほ
ど
の
規
模
で
減
少
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
10
年
前
は
年
間
で
５
０

０
人
前
後
生
ま
れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

が
、
今
で
は
４
２
０
人
程
度
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
財
政
面
で
も
平
成
28
年
度

か
ら
段
階
的
な
交
付
税
の
縮
減
が
始
ま

り
、
中
長
期
的
に
は
厳
し
い
財
政
状
況

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
人
口
と
財
源
の
縮

小
時
代
。
こ
の
現
実
の
流
れ
を
直
視
し

て
、
高
度
成
長
期
の
考
え
方
と
は
決
別

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

市
民
力
は

　
　

県
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

人
口
の
社
会
減
の
流
出
先
を
見
て
み

る
と
、
東
京
と
高
松
に
大
き
く
流
出
し

て
い
ま
す
。
日
本
が
東
京
に
、
香
川
県

が
高
松
に
コ
ン
パ
ク
ト
化
さ
れ
て
い
る

感
が
あ
り
ま
す
。

三
豊
市
は
合
併
以
来
、
都
市
機
能
を

集
中
さ
せ
る
い
わ
ゆ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
は
目
指
さ
ず
、
三
豊
市
の
持
つ
豊

か
な
自
然
と
共
生
し
て
、
広
く
ゆ
っ
た

り
と
暮
ら
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
田
園

都
市
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
合
理
性
と
い
う
意
味
で
弱
点
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
補
う
も
の
が
市
民

力
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
、
市
民
力
を

前
面
に
押
し
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
、
市
民
力
と
い
う
点

で
は
、
県
内
一
の
実
感
が
あ
り
ま
す
。

み
ず
み
ず
し
い
三
豊
こ
そ

　

若
者
が
住
み
や
す
い
地
域

三
豊
市
を
は
じ
め
、
地
方
の
特
徴
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
帰
属
意
識
が
強
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
は
住
む

人
間
に
安
心
感
と
存
在
感
を
与
え
ま
す
。

反
面
、
帰
属
意
識
が
強
す
ぎ
る
と
、
因

習
に
と
ら
わ
れ
た
り
、
ル
ー
ル
が
固
定

化
し
て
狭
く
閉
鎖
的
な
地
域
主
義
に
陥

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
口
減
少
の
一
要

因
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
三
豊
市
は
、

あ
く
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
帰
属
意

識
が
あ
り
な
が
ら
も
、
寛
容
で
さ
ま
ざ

ま
な
選
択
が
可
能
な
「
み
ず
み
ず
し
い

地
域
主
義
」
を
目
指
し
ま
す
。
そ
れ
が

田
園
都
市
で
あ
り
、
若
者
が
住
み
や
す

い
地
域
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。

「
時
間
と
い
う
の
は
い
つ
も
現
在
で

あ
っ
て
、
そ
の
永
遠
の
現
在
は
、
常
に

未
来
を
志
向
す
る
力
と
過
去
に
執
着
す

る
引
力
と
の
、
二
つ
の
相
反
し
た
方
向

に
働
く
力
の
緊
張
し
た
相
克
と
バ
ラ
ン

ス
の
中
に
あ
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

若
者
は
未
来
を
強
烈
に
志
向
し
、
高
齢

者
は
や
や
も
す
れ
ば
過
去
に
安
心
感
を

覚
え
ま
す
。

東
京
は
、
過
去
か
ら
の
引
力
を
吹
き

飛
ば
し
、
迷
う
こ
と
な
く
未
来
を
志
向

し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
ま
た
、
若

者
た
ち
を
吸
い
寄
せ
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
方
で
は
、
過
去
の
遺
産
が

財
産
で
な
く
負
担
に
な
り
始
め
て
い
ま

す
。
空
き
家
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
、
人

口
が
減
少
す
る
時
代
に
、
今
の
若
い
世

代
は
必
要
と
し
な
い
も
の
を
残
さ
れ
る

と
困
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。
行

政
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。
本
年

度
か
ら
取
り
組
む
第
二
次
行
政
改
革
は
、

過
去
の
引
力
に
ひ
る
ま
ず
、
未
来
に
向

か
っ
て
断
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
一
次
行
革
以
上
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

未
来
に
向
か
っ
て

　
　

大
胆
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

合
併
10
周
年
に
あ
た
り
、
第
二
ス
テ

ー
ジ
に
向
か
う
三
豊
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

過
去
へ
の
執
着
を
弱
め
、
未
来
を
志
向

す
る
方
向
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
、
中

高
年
が
次
を
求
め
て
前
を
向
き
、
若
者

た
ち
が
未
来
に
向
か
っ
て
大
胆
に
挑
戦

で
き
る
、
と
き
め
き
あ
ふ
れ
る
み
ず
み

ず
し
い
地
域
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
年
度
は
、
公
有
財
産

や
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
積
極
的
な
民
間

活
力
の
導
入
な
ど
、
徹
底
し
た
未
来
志

向
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
方
針
の
も
と
編

成
し
た
平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予

若
い
世
代
、
特
に
若
い
女
性
た
ち
が

生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
合
意
に
至
り
、
本
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。本

市
に
お
い
て
は
、
三
豊
市
農
業
振

興
計
画
に
基
づ
き
、
担
い
手
の
育
成
・

確
保
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
耕
作
放
棄

地
対
策
、
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
若
い
農
業

者
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、

六
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携
を
推
進
し
、

三
豊
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
本
市
農
産
物

の
販
路
拡
大
と
商
品
開
発
を
積
極
的
に

支
援
す
る
た
め
、
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対

し
即
効
性
の
あ
る
対
応
を
実
施
す
る
た

め
、
農
業
振
興
対
策
基
金
へ
の
新
た
な

積
み
立
て
を
行
い
ま
す
。
ま
た
合
併
10

周
年
記
念
と
し
て
三
豊
の
お
い
し
い
産

物
を
一
堂
に
集
め
、
三
豊
の
食
の
祭
典

「
み
と
よ
大
収
穫
祭
」（
仮
称
）
を
開
催

し
、
フ
ル
ー
ツ
王
国
み
と
よ
を
強
く
発

信
し
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
企
業
立
地
促

進
条
例
に
基
づ
く
奨
励
措
置
を
講
じ
、

活気にあふれ、
産業が躍動するまち1
産業・雇用

新規事業
重点施策

農業振興対策基金事業
1億3,900万円

移住・定住促進家賃補助事業
2,100万円

算
は
、
歳
入
歳
出
３
０
７
億
８
千
万
円

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
新
総
合
計

画
に
示
す
６
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
、

そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

▲三豊の「うまい!!」が大集合する食の祭典に

市
政
運
営
の
所
信

平成28年度 施政方針と予算
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起
業
支
援
情
報
の
発
信
な
ど
、
ソ
フ
ト

面
か
ら
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
の

時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
観
光
協

会
や
国
際
交
流
協
会
と
連
携
し
て
、
三

豊
市
の
好
感
度
向
上
や
交
流
人
口
の
増

加
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
２
０
１
６
は
、
市
内
へ
の
経
済

効
果
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
地
元
特
産
品
な
ど

の
返
礼
品
を
充
実
し
た
こ
と
に
よ
り
、

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
寄
附
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ

た
施
策
へ
の
活
用
を
行
う
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
投
資
な
ど
を
活
用
し
た
フ
ァ

ン
ド
方
式
に
よ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

若
者
の
住
宅
取
得
時
の
支
援
は
、
人

口
対
策
に
大
き
な
効
果
が
出
て
い
ま
す

の
で
、
平
成
28
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
指
定
宿
泊
施
設
を
利
用

し
本
市
へ
の
移
住
を
検
討
す
る
方
や
、

各
種
活
動
を
行
う
学
生
団
体
に
引
き
続

き
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
強

化
に
努
め
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、

県
外
か
ら
の
転
入
者
に
対
し
賃
貸
住
宅

の
家
賃
補
助
を
行
う
な
ど
、
人
口
増
加

対
策
に
さ
ら
な
る
力
を
注
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
広
く
募
集

し
、
外
か
ら
の
新
し
い
感
性
を
加
え
て

中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

三
豊
市
は
、
四
国
で
唯
一
の
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
都
市
で
す
。「
ご
み
は
全

て
資
源
で
あ
る
」
と
い
う
理
念
の
も

と
、
徹
底
し
た
資
源
化
・
減
量
化
を
図

り
、
最
終
的
に
「
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化

セ
ン
タ
ー
み
と
よ
」
で
さ
ら
に
資
源
と

し
て
再
生
さ
せ
る
と
い
う
、
三
豊
市
型

の
循
環
型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
は
、
引
き
続
き
国
庫
補
助
金
の
獲

得
な
ど
万
全
の
準
備
を
整
え
、
来
年
４

月
の
稼
働
に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
環
境
都
市
と
し
て
の
歩
み
を

一
歩
進
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
に
加
え
、
家
庭
用
蓄
電

シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
補
助
を
新
た

に
行
い
ま
す
。

竹
資
源
は
、
国
の
民
間
企
業
向
け
補

助
制
度
を
活
用
し
、
国
立
の
研
究
開
発

法
人
と
連
携
し
、
新
規
抽
出
技
術
を
応

用
し
た
事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

南
部
火
葬
場
が
３
月
１
日
か
ら
供
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
地
権
者
を
は
じ
め

地
元
関
係
者
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
北
部
火
葬
場
に
つ
い
て
も
、

平
成
30
年
早
々
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
推
進
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
単
独
浄
化
槽
撤
去
に

加
え
、
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
便
槽
撤

去
に
も
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

産
業
界
や
地
域
か
ら
要
望
の
強
い
三

豊
鳥
坂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
併
用
に
よ
る
フ
ル
イ
ン
タ

ー
化
は
、
市
民
生
活
や
産
業
振
興
の
み

な
ら
ず
、
交
流
人
口
増
加
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、
推
進
組
織
を
立
ち
上

げ
、
要
望
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。道

路
・
橋
梁
・
漁
港
・
港
湾
施
設
の

整
備
に
関
し
て
は
、
人
口
減
少
社
会
に

適
応
し
つ
つ
、
適
正
管
理
と
維
持
修
繕
、

長
寿
命
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
や
利
用
状
況
に
応
じ
た
検

討
を
行
い
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
道
施
設

や
水
道
管
の
更
新
、
施
設
の
耐
震
化
を

計
画
的
に
実
施
し
、
中
央
監
視
シ
ス
テ

ム
を
豊
中
町
浄
水
場
に
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
な
水

道
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
香

川
県
広
域
水
道
事
業
体
設
立
準
備
協
議

会
に
参
加
し
、
県
内
水
道
事
業
の
広
域

化
を
進
め
ま
す
。

念
願
の
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
が
竣
工

し
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
速
や
か
な

初
動
体
制
の
確
保
と
情
報
収
集
・
指
揮

系
統
の
一
元
化
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
三
豊
市
災
害
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

健
康
寿
命
に
一
層
の
価
値
観
を
置
き
、

健
康
づ
く
り
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

市
立
病
院
、
診
療
所
の
運
営
体
制
の

強
化
お
よ
び
三
豊
総
合
病
院
と
の
連
携

強
化
を
進
め
、
香
川
県
が
策
定
中
の
地

域
医
療
構
想
を
見
極
め
な
が
ら
、「
新

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
行

い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
お
い
て
は
、
地
域
社

会
の
中
で
高
齢
者
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム

や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
立
し
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
地
域
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

充
実
を
図
り
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
、

地
域
支
援
事
業
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

を
図
り
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
子
育
て
支

援
は
最
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
現
在
実
施
し
て
い
る
妊
娠
期
か
ら

切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、
引
き
続
き
中
学
校
卒
業
年
度

ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
は
無

料
と
し
ま
す
。

ま
た
、
高
瀬
南
部
保
育
所
の
建

築
工
事
に
着
手
し
、
公
設
民
営
方

式
に
よ
り
、
来
年
４
月
の
供
用
開

始
を
目
指
し
ま
す
。
保
育
士
確
保

対
策
と
し
て
、
臨
時
保
育
士
賃
金

の
改
善
や
保
育
資
格
を
持
つ
Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
な
ど
に
対
し
転

入
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

豊かな自然と共生し、
環境にやさしいまち

人々が支えあい、健康で
いきいきと暮らせるまち

人々が助け合う、
安全・安心なまち

24

3

環境・生活医療・健康・福祉

安全・安心

新規事業
重点施策

火葬場建設事業（北部）
2億6,236万円

既存トイレ撤去費補助事業
810万円

新規事業
重点施策

高瀬南部保育所整備事業
6億4,072万9千円

新公立病院改革プラン策定事業
680万4千円

新規事業
重点施策

指定避難所標識設置事業
625万円

自主防災会補助金
540万円

▲万が一に備えて、地域みんなで震災対策訓練

▲

時代のニーズに合った医療提供を

▲子どもたちがすくすく育つ保育環境を整備

▲３月１日から供用を開始した南部火葬場

と
に
よ
り
、
併
せ
て
定
住
対
策
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
の
充
実
、
が
ん
検
診

な
ど
の
受
診
率
や
予
防
接
種
の
接
種
率

の
向
上
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
体
制

強
化
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

現
在
市
内
の
み
現
物
支
給
を
行
っ
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
や
重
度
心
身
障
が
い

者
な
ど
へ
の
医
療
費
支
給
を
県
内
に
拡

充
し
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
自
治
会
・
小
学
校

区
単
位
で
の
自
主
防
災
組
織
の
強
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
防
災
士
を
中
心
に
、

総
合
的
防
災
組
織
力
の
強
化
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
昨
年
誕
生
し
た
女
性
消

防
団
員
の
拡
充
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
避
難
場
所
標
識
設
置
を

進
め
、
避
難
所
開
設
時
の
食
料
・
水
・

生
活
必
需
品
・
資
機
材
な
ど
の
整
備
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

平成28年度 施政方針と予算
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平
成
28
年
度
か
ら
、
学
校
図
書
指
導

員
を
現
在
の
３
名
か
ら
６
名
体
制
に
拡

充
し
、
学
校
図
書
館
の
一
層
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

山
本
地
区
・
財
田
地
区
新
設
小
学
校

が
、
関
係
者
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
開
校
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
５
台
を
運
行
し
、
通
学

支
援
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
行
事
な
ど

に
も
臨
時
的
に
運
行
し
て
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。学

校
施
設
に
つ
い
て
は
、
三
野
津
中

学
校
と
詫
間
中
学
校
に
お
い
て
、
老
朽

校
舎
を
解
体
し
、
跡
地
を
駐
車
場
と
し

て
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
で
全
て
の
施
設

の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
今

年
度
か
ら
計
画
的
に
校
舎
や
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
南
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
今
月
中
旬
か
ら

試
運
転
を
開
始
し
、
4
月
か
ら
の
公
設

民
営
に
よ
る
稼
働
に
備
え
ま
す
。

生
涯
学
習
で
は
、
詫
間
・
仁
尾
体
育

セ
ン
タ
ー
の
非
構
造
部
材
耐
震
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
高

瀬
町
公
民
館
の
移
転
先
と
し
て
、
高
瀬

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
２
階
の
改

修
を
行
い
ま
す
。
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

市
内
７
図
書
館
の
将
来
的
な
在
り
方
を

検
討
す
る
た
め
、「
三
豊
市
図
書
館
再

編
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

三
豊
の
歴
史
文
化
事
業
の
今
年
の
テ

ー
マ
は
、
新
猪
ノ
鼻
ト
ン
ネ
ル
着

工
を
機
に
「
大
久
保
諶
之
丞
と
三

豊
」
と
し
、
市
制
施
行
10
周
年
記

念
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

市
制
施
行
10
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
あ
た
り
、
５
月
の
「
10
周
年
記
念
式

典
」
を
は
じ
め
、
８
月
に
は
人
気
テ

レ
ビ
番
組
「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定

団
」
の
開
催
、
ま
た
、
三
豊
に
縁
の
あ

る
人
を
招
い
て
、
滝
口
政
季
９
段
に
よ

る
囲
碁
大
会
や
、
元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

の
藪
恵
壹
さ
ん
に
よ
る
野
球
教
室
と
講

演
、「
み
と
よ
大
収
穫
祭
」（
仮
称
）
な

ど
、
多
く
の
楽
し
い
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
本
年
１
月

か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

が
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
交
付
申
請
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
個
人
情
報
の

管
理
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
内
分
権
に
関
し
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
隊
の
活
動
が
５
年
目
を
迎

え
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
の
受
託
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
的
な
自
主
事
業

を
始
め
て
お
り
、
本
市
の
新
し
い
公
共

を
担
う
核
と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
各
種
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
積
極
的
に
自
立
し
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
さ

ら
に
三
豊
の
特
徴
と
し
て
の
市
民
力
が

発
揮
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
本
定

例
会
に
お
い
て
、
三
豊
市
の
意
思
表
明

と
も
い
う
べ
き
「
三
豊
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
（
案
）」
を
提
出
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
一
層
の
人
権
尊
重

社
会
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

行
財
政
改
革
で
は
、
本
年
度
か
ら
普

通
交
付
税
の
段
階
的
な
縮
減
が
始
ま
り

ま
す
。
従
っ
て
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

掲
げ
た
94
の
プ
ラ
ン
を
必
ず
や
り
遂
げ

る
と
い
う
強
い
意
志
の
も
と
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、「
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」
と
い

う
地
方
自
治
を
推
進
し
、
こ
れ
ま
で
の

「
量
の
行
革
」
か
ら
「
質
の
行
革
」
に

軸
足
を
移
し
、「
管
理
重
視
の
行
政
運

営
」
か
ら
「
地
域
経
営
型
の
行
政
運
営
」

へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員

に
つ
い
て
も
、
第
三
次
定
員
適
正
化
計

画
に
基
づ
き
計
画
的
な
職
員
の
採
用
を

進
め
る
と
と
も
に
、
総
人
件
費
の
削
減

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
再
配
置
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」、

ま
た
本
年
10
月
に
策
定
予
定
の
「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
統

廃
合
、
機
能
の
複
合
化
な
ど
を
推
進
し
、

解
体
・
撤
去
に
あ
た
っ
て
は
積
極
的
に

合
併
特
例
債
を
活
用
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
に
関
連
し
、
急
激
な
起
債
残
高
の
抑

制
と
公
債
費
の
平
準
化
、
ま
た
、
計
画

的
な
施
設
統
廃
合
に
向
け
た
財
源
確
保

の
た
め
、
国
に
対
し
、
額
の
増
額
は
要

望
し
な
い
も
の
の
、
合
併
特
例
債
の
発

行
期
間
の
再
延
長
を
強
く
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。
議
員
各
位
の
力
強
い
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各
支
所
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
能
と

公
民
館
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
隊
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
事
務
所
を
で
き
る
限
り
１
カ

所
に
集
約
し
、
市
民
力
が
発
揮
さ
れ
地

域
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と

し
て
の
「
市
民
セ
ン
タ
ー
」
化
へ
の
移

行
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
市
制
施
行
10
周
年
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
殻
を
破
り
、

「
10
周
年
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、

10
周
年
で
な
い
と
で
き
な
い
こ

と
」
と
い
う
よ
う
な
、
思
い
切

っ
た
企
画
・
施
策
に
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
上

手
く
い
か
な
け
れ
ば
次
年
度
は

即
座
に
中
止
す
る
、
そ
ん
な
ス

ピ
ー
ド
感
と
覚
悟
を
も
っ
て
臨

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
議
員
各
位
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
「
中
央
集
権
」
か

ら
「
地
方
分
権
」
へ
の
移
行
を

訴
え
、
い
つ
で
も
そ
れ
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
職
員
が
一
層

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
国

や
県
と
も
同
等
に
渡
り
合
え
る

能
力
を
備
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
４
月
１

日
よ
り
環
境
省
へ
職
員
派
遣
を

行
い
ま
す
。

同
時
に
、
地
域
内
分
権
も
進

め
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
一

層
自
立
し
た
市
民
力
の
発
揮
を

お
願
い
し
、
人
口
や
財
源
縮
小

の
現
実
を
み
ん
な
で
新
し
い
時

代
と
し
て
と
ら
え
て
、
三
豊
の

第
二
ス
テ
ー
ジ
に
、
徹
底
し
た

未
来
志
向
の
姿
勢
で
可
能
性
の

あ
ふ
れ
る
、
み
ず
み
ず
し
い
田

園
都
市
「
強
く
や
さ
し
く
楽
し

い
三
豊
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
、
平
成
28
年
度
に

向
け
た
私
の
施
政
に
対
す
る
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

豊かな心を育み、
文化を発信するまち

ともに考え行動する、
自らが創るまち

5

6

教育・文化

人権・住民自治・行財政

新規事業
重点施策

三野津中学校建設事業
1億7,668万8千円

詫間中学校建設事業
9,506万5千円

新規事業
重点施策

かがわ電子入札システム導入事業
3,024万円

公金収納システム構築事業
2,050万2千円

▲新しく竣工した南部学校給食センター

む
す
び

▲▲さまざまな自主事業を行う
　　まちづくり推進隊

平成28年度 施政方針と予算
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積
極
的
か
つ
効
果
的
な
財
源
の
配
分

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、
前
年
度
比
51
億
1
’
0
0
0
万
円
、

率
に
し
て
14
・
2
％
減
の
3
0
7
億

8
’
0
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「〝
豊
か
さ
〞を
み
ん
な
で

育
む
市
民
力
都
市
・
三
豊
」
を
実
現
す

る
た
め
、
三
豊
市
新
総
合
計
画
で
6
つ

の
分
野
ご
と
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
は
、
三
豊
市
新
総
合
計

画
第
8
期
実
施
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を

実
施
す
る
た
め
、
大
型
建
設
事
業
に
合

併
特
例
債
を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
、

積
極
的
か
つ
効
果
的
な
財
源
の
配
分
を

行
い
ま
し
た
。

【
歳
入
】

市
債
は
33
億
7
’7
0
0
万
円

　

歳
入
予
算
の
う
ち
、
使
い
道
が
決
め

ら
れ
て
い
な
い
一
般
財
源
と
し
て
主
な

も
の
は
、
市
税
74
億
4
’
7
3
4
万
6

千
円
（
前
年
度
比
▲
1.2
％
）、
地
方
交

付
税
1
0
6
億
4
’
5
0
0
万
円
（
前

年
度
比
▲
2.8
％
）、
地
方
譲
与
税
・
交

付
金
17
億
4
’
8
0
0
万
円
（
前
年
度

比+

2.9
％
）
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
「
貯
金
」
で
あ
る
基
金

か
ら
の
繰
入
金
は
、
12
億
9
’
2
1
6

万
1
千
円
（
前
年
度
比
▲
8.7
％
）
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
の
「
借
金
」
で
あ
る
市
債

に
つ
い
て
は
、
33
億
7
’
7
0
0
万
円

（
前
年
度
比
▲
54
・
1
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
歳
出
】

投
資
的
経
費
は
大
幅
減

　

歳
出
予
算
の
う
ち
、
義
務
的
経
費
と

し
て
人
件
費
49
億
1
’
9
8
3
万
8
千

円
（
前
年
度
比
▲
2.4
％
）、
公
債
費
26

億
2
’
6
3
1
万
7
千
円
（
前
年
度
比

▲
3.6
％
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
職
員

の
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進
や
、「
借

金
」
で
あ
る
市
債
を
抑
制
し
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
前
年
度
比
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
扶
助
費
は
34
億
1
’
3
5
5

万
9
千
円
（
前
年
度
比+

2.4
％
）
で
、

障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
費
の
増
額
な

ど
に
よ
り
前
年
度
比
増
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
、
前
年

度
比
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
50
億
9
’
8
4
2
万

6
千
円
（
前
年
度
比
▲
53
・
5
％
）
で
、

山
本
地
区
・
財
田
地
区
新
設
小
学
校
建

設
事
業
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
整
備

事
業
な
ど
の
大
型
建
設
事
業
が
完
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、
大
幅
な
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
補
助
費
や
物

件
費
な
ど
が
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
負

担
金
の
増
額
や
委
託
料
の
増
額
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
比
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
繰
出
金
も
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
の
増
に
よ
り
、
前
年

度
比
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

☎
73
・
3
0
1
0

特別会計

企業会計

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険診療所事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

介護サービス事業特別会計

集落排水事業特別会計

浄化槽整備推進事業特別会計

港湾整備事業特別会計

9,980,000

165,000

934,000

7,590,000

106,000

192,000

231,000

21,000

19,219,000

10,200,000

165,000

922,000

7,350,000

106,000

207,000

231,000

20,000

19,201,000

水道事業会計 2,489,276

1,831,845

4,321,121

2,408,516

1,840,048

4,248,564

合　　計

合　　計

会　計　名 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額

会　計　名 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額

病院事業会計
「永康病院・西香川病院」

自主財源とは
市が自主的に収入できる財源（市税、使用料、財産収入など）
依存財源とは
国や県から交付されたり割り当てられたりする財源（地方交付税、国庫支出金、県支出金など）

義務的経費とは
その支出が義務付けられ、任意に節約ができない経費（公債費、人件費、扶助費）
投資的経費とは
道路や施設などの整備に使う経費（普通建事業費、災害復旧費）
その他経費とは
上記以外の経費（物件費、補助費等積立金など）

単位：千円

単位：千円

平成28年度　三豊市の予算

35.6％
（－1.3％）

義務的経費
109億5，971万4千円

47.8％
（＋6.5％）

その他経費
147億2，186万円

16.6％
（－53.5％）

16.0％（－2.4％）

投資的経費
50億9，842万6千円

16.6％（－53.5％）
50億9，842万6千円

9.8％（＋10.0％）
30億445万3千円

3.0％（＋18.7％）9億2，250万7千円

人件費

11.1％
（＋2.4％）

34億1，355万9千円
扶助費

8.5％
（－3.6％）

26億2，631万7千円
公債費

普通建設事業費・
災害復旧費

積立金・貸付金・投資
および出資金・予備費

繰出金

20.0％
（＋3.4％）

61億5，781万5千円
物件費

14.6％
（＋6.2％）

45億598万円
補助費等

49億1，983万8千円

33.9％
（－1.8％）

自主財源

66.1％（－19.5％）

依存財源
203億3，817万6千円

104億4，182万4千円

11.0％（－54.1％）

市債
33億7，700万円

14億4，100万円

3億700万円

7億6，550万5千円

23億2，532万5千円

2.5％（－3.4％）
7.6％（－26.3％）

1.0％（＋0.7％）

4.7％（＋3.4％）

14億8，853万6千円 4.8％（－4.4％）

分担金・負担金、使用料・手数料

7億4，043万7千円 2.4％（－0.7％）
諸収入

財産収入・寄附金・繰入金・繰越金

地方譲与税

各種交付金

国庫支出金

22億4，285万1千円

7.3％（＋6.8％）

県支出金

74億4，734万6千円

24.2％
（－1.2％）

市 税

106億4，500万円

34.5％（－2.8％）
地方交付税

歳出 歳入
0.4％（＋15.8％）1億3，110万5千円

維持補修費

27年度から

51億1,000万円
の減額

一般会計予算

平成27年度

358億9,000万円

平成28年度

307億8,000万円

用語解説

歳
入

歳
出
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交付通知書

→

琴
平

豊
浜

←

丸
谷
工
業
団
地

←

→

豊
中

西
讃
広
域
農
道

377 32

宝
山
農
協

山
本
庁
舎

旧
財
田
中
小
学
校

財
田
小
学
校

旧
財
田
上
小
学
校

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

財
田
庁
舎

財
田
町
公
民
館

郵
便
局

道
の
駅

た
か
ら
だ
の
里
さ
い
た

観
信
B
K

114BK

B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー

長瀬

Information' s
くらしのおしらせみとよ

マイナンバーカード（個人番号カード）の
受け取り ▲

問い合わせ　市民課　☎73－3005
三豊市教育大綱が策定されました ▲

問い合わせ　総務課　☎73－3000
　

教
育
の
目
標
や
施
策
の
根
本
的
な
方
針

を
定
め
た
「
三
豊
市
教
育
大
綱
」
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
か
ら
の
4
年

間
、
市
長
と
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
教
育

大
綱
を
尊
重
し
事
務
を
執
行
し
ま
す
。

三
豊
市
教
育
大
綱
（
抜
粋
）

基
本
理
念　

原
点
回
帰

　
「
原
点
回
帰
」
と
い
う
基
本
的
考
え
に

立
ち
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
、『
「
豊
か
な
こ
こ
ろ
」、「
豊
か
な

個
性
」、「
豊
か
な
夢
」
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
三
豊
市
』
の
実
現
を
目
指
し
、
市
全
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
み
ず
み
ず
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
ま
す
。

 

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
一

員
と
し
て
周
り
と
の
絆
を
深
め
て
い
く
た

め
、
感
謝
と
自
立
心
を
持
っ
た
人
材
の
育

成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標

１　
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
連
携
し
た
教

育
環
境
づ
く
り

２　
自
ら
学
び
、
生
き
が
い
を
創
造
す
る

力
の
育
成

３　
地
域
に
根
差
し
た
特
色
あ
る
文
化
芸

術
の
醸
成

４　
楽
し
く
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

め
る
環
境
づ
く
り

５　
次
世
代
の
担
い
手
と
な
る
青
少
年
の

健
全
育
成
活
動

６　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
尊
厳
あ
る
そ
の
人
ら
し
い

生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
保
健
師
な
ど

の
専
門
職
が
チ
ー
ム
で
連
携
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
面
か
ら
高
齢
者
を
支
え
る
機
関

で
す
。

　

市
で
は
、
現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
1
カ
所
（
介
護
保
険
課
内
）
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
新

た
に
山
本
・
財
田
地
域
に
も
開
設
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
生
活
に
よ
り
近
い
と
こ
ろ

で
、
専
門
の
職
員
が
、
高
齢
者
の
健
康
・

介
護
・
生
活
全
般
に
関
す
る
相
談
、
支
援

を
行
い
ま
す
。

相
談
例

・
寝
た
き
り
に
な
り
た
く
な
い
。
利
用
で

き
る
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
知
り
た
い
。

・
最
近
、
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
。
お
金

の
管
理
や
契
約
が
心
配
だ
。

・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
で

き
る
限
り
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
を
し

た
い
。

・
親
が
認
知
症
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

で
心
配
だ
。

・
も
し
か
し
て
虐
待
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
は
？

　

こ
の
よ
う
に
、
生
活
全

般
で
心
配
の
あ
る
人
は
、

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

名
称　

三
豊
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

南
部
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

場
所　

財
田
町
国
保
高
齢
者
保
健
福
祉
支

援
セ
ン
タ
ー
1
階

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
た

人
に
は
、
カ
ー
ド
を
お
渡
し
で
き
る
準
備

が
整
い
次
第
、
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

を
郵
送
し
ま
す
。
交
付
通
知
書
と
必
要
書

類
を
持
っ
て
、
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
本
人
が
15
歳
未
満
ま
た
は
成

年
被
後
見
人
の
場
合
は
、
法
定
代
理
人

（
親
権
者
ま

た
は
後
見

人
）
が
本
人

と
と
も
に
来

庁
し
て
く
だ

さ
い
。

受
取
場
所
・
日
時 

市
民
課

月
〜
金
曜
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

※
交
付
に
は
一
人
20
〜
30
分
程
度
か
か
り

ま
す
。
窓
口
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
（
全
て
原
本
が
必
要
で
す
）

①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

②
通
知
カ
ー
ド
（
紙
製
）

③
本
人
確
認
書
類
（
A
を
１
点
、
ま
た

は
B
を
２
点
）

A
運
転
免
許
証
、
運
転
経
歴
証
明
書
、

顔
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
在
留
カ
ー
ド
、
特
別
永
住
者

証
明
書
な
ど

B
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年
金

手
帳
、
医
療
受
給
者
証
、
社
員
証
、

学
生
証
な
ど

④
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）

　

本
人
が
15
歳
未
満
ま
た
は
成
年
被
後
見

人
の
場
合
は
、
前
記
①
〜
④
に
加
え
、
次

の
⑤
⑥
も
必
要
で
す
。

⑤
法
定
代
理
権
の
確
認
書
類

⑥
法
定
代
理
人
（
親
権
者
ま
た
は
後
見

人
）
の
本
人
確
認
書
類
（
A
を
１
点
、

ま
た
は
B
を
２
点
） 

　

本
人
が
病
気
、
身
体
障
が
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
来
庁
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
、
市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
は

随
時
受
付
中

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
初
回
の

手
数
料
は
無
料
で

す
。
ま
だ
申
請
し

て
い
な
い
人
は
、

随
時
郵
送
な
ど
で

申
請
で
き
ま
す
。

相
談
例

基
本
目
標

基
本
理
念

名
称

場
所

受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

受
付
時
間

市民センター仁尾を
ご利用ください

コミュニティバスの
運行時刻が変わりました

▲

問い合わせ　管財課　☎73－3003

▲

問い合わせ　仁尾支所　☎82－5100

　

３
月
26
日
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
時
刻
が
変
わ
り
ま
し
た
。
変
更
の
あ

っ
た
路
線
と
便
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
高
瀬
線
北
コ
ー
ス
・
南
コ
ー
ス
】

　

両
コ
ー
ス
の
三
豊
市
役
所
行
き
第
５
便

【
詫
間
線
】

　

平
日
ダ
イ
ヤ
名
部
戸
行
き
第
14
便

【
財
田
観
音
寺
線
】

　

黒
川
行
き
第
１
便
お
よ
び
観
音
寺
駅
行

　

き
第
２
便

【
豊
中
仁
尾
線
】

　

仁
尾
庁
舎
行
き

　

第
４
便

【
山
本
線
】

　

最
終
便
を
除
く
全
10
便

※
路
線
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
」
と
な
る
各
支

所
庁
舎
の
市
民
セ
ン
タ
ー
化
と
し
て
、
仁

尾
庁
舎
内
に
調
理
室
機
能
と
貸
館
機
能
を

整
備
し
、
4
月
1
日
か
ら
「
市
民
セ
ン
タ

ー
仁
尾
」
の
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

利
用
で
き
る
日
時

　

1
月
4
日
〜
12
月
28
日

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
10
時

　

な
お
、
支
所
お
よ
び
各
団
体
の
窓
口
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
仁
尾
支
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
仁
尾
町
総
合

福
祉
会
館
）
は
、
新
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
た
め
閉
館
し
ま
し
た
。

受
取
場
所
・
日
時

利
用
で
き
る
日
時

必
要
書
類
（
全
て
原
本
が
必
要
で
す
）

お知らせ

『南部高齢者サポート』を開設しました▲

問い合わせ　地域包括支援センター南部高齢者サポート　☎67－3788

お知らせ

お知らせ

財田町国保
高齢者保健福祉
支援センター
☎67－3788

A
運
転
免
許
証
、
運
転
経
歴
証
明
書
、

顔
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
在
留
カ
ー
ド
、
特
別
永
住
者

証
明
書
な
ど

B
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年
金

手
帳
、
医
療
受
給
者
証
、
社
員
証
、

学
生
証
な
ど

くらし

くらし

三豊市地域包括支援センター



デイリー版ほっとニュースは

市ホームページで

いざ！相撲の世界へ

新小学校の完成見学会

ゴミを無くして
地域をきれいに

市にゆかりがあり、世界一
や日本一など著しい活躍をし
た人を表彰する三豊市特別表彰
式が開催され、市長から表彰状
と記念品が手渡されました。受
賞者の皆さんは右のとおりです。
おめでとうございます。

大相撲の尾車部屋に入門する高瀬中学校３年の野網一眞さん
が、朝日山親方（元関脇・琴錦）と一緒に市長を表敬訪問しました。
野網さんは、春場所での新弟子検査を通過すれば、次の５月場
所から土俵に上がる予定で、「未体験のことで不安はありますが、
全力でぶつかっていきます」と、決意を語ってくれました。

防災ポスターコンクール（中学生・高校生の部、全
6997 点）で、三豊中学校２年の原唯花さんの作品が、大
臣賞（１点）に選ばれました。
原さんは「香川県は災害が少ない県ですが、このポスタ
ーを通じて日頃から災害時の備えをして、いざという時に
すぐ避難行動をとれるよう呼びかけることができれば」と
ポスターに込めた思いを話してくれました。

第 18回全日本新体操チャイルド選手権 3・4年生
の部（個人）で優勝した詫間小学校４年の白川愛侑
子さんが、市長を表敬訪問しました。白川さんは５
歳から新体操を始め、現在、綾川町にある所属クラ
ブで毎日練習に励んでいます。これまでにも数々の
大会で上位に入賞してきましたが、今回、初めて日
本一になりました。白川さんは「これからも入賞を
目指して頑張りたい」と、抱負を話してくれました。

４月に開校する山本小学校と財田小学校が一般に公開され、
市内からたくさんの人が見学に訪れました。
両校とも、うまく光を取り入れた明るい校舎で、木のぬくも
りを感じることができます。子どもたちは、４月からの開校が
待ち遠しそうでした。

上高野小学校４年生がデザインした、環境美化
を呼びかける看板が、さぬき豊中インターチェン
ジ近くの高速道路側道フェンスに設置されました。
地域を守りたいという児童らの思いに感銘を受
けたＮＥＸＣＯ西日本が、子どもたちに看板のデ
ザインを依頼し、看板を製作しました。
当日は、除幕式のあと、デザインの異なる５種
類のパネルをフェンスに取り付け、環境美化を訴
えました。

2／20　マリンウェーブ20　マリンウェーブ

3／14　三豊市役所14　三豊市役所

2／26　三豊市役所26　三豊市役所

2／26　豊中町上高野26　豊中町上高野

2／28　28　山本小学
校山本小学校

（敬称略・順不同）

香川隆子・資延妙子（なぎなた）
　ねんりんピックやまぐち２０１５なぎなた交流大会（演技競技）　優勝

前田美優（卓球）
　平成２７年度全日本卓球選手権大会混合ダブルス　優勝

白川猛士（ベンチプレス）
　第２回アジア・オセアニアクラシックパワーリフティング選手権大会
　ベンチプレスマスターズⅢ　優勝

大西海輝（三豊工業高校　ロボット相撲）
　第２回国際ロボット相撲トーナメント（ラジコン型）　優勝

桃田賢斗（バドミントン）
　ＢＷＦワールドスーパーシリーズファイナルズ２０１５　優勝

市特別表彰に５団体

新体操で日本一 防災担当大臣賞受賞

3／13　13　財田小学
校財田小学校

左から
　香川隆子さん、資延妙子さん、
　前田美優さん（代理）、横山市長、
　白川猛士さん、大西海輝さん（代理）
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平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料
率
が

決
定
し
ま
し
た

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
２
年
ご
と

に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
平
成
28
・
29
年
度

の
保
険
料
率
は
、
医
療
給
付
費
の
増
加
な
ど

を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
が
４
月
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

仮
徴
収
と
は
、
平
成
28
年
度
の
所
得
が
確

定
す
る
ま
で
、
暫
定
的
に
保
険
税
や
保
険
料

を
年
金
か
ら
天
引
き
で
納
め
る
こ
と
で
す
。

　

仮
徴
収
の
額
は
2
月
の
天
引
き
額
と
同
額

で
、
4
月
、
6
月
、
8
月
に
支
払
わ
れ
る
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
ま
た
は
介
護
保
険
料
の

年
金
天
引
き
が
新
た
に
始
ま
る
人
（
2
月
に

天
引
き
が
さ
れ
て
い
な
い
人
）
は
、
平
成
26

年
中
の
所
得
を
も
と
に
仮
計
算
さ
れ
た
保
険

料
が
、
そ
れ
ぞ
れ
仮
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
主
が
75
歳
（
後
期
高
齢
者
医

均
等
割
額
の
軽
減
基
準
の
変
更

　

平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
の
均
等
割
額
の

軽
減
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

療
被
保
険
者
）
に
な
る
年
度
か
ら
は
、
国
民

健
康
保
険
税
は
年
金
天
引
き
さ
れ
ず
、
普
通

徴
収
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
年
金
天
引
き
し
て
い
る
人
で
、
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
を
希
望
す
る
人
は
、

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
た

後
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
納
付
方
法

変
更
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
度
の
普
通
徴
収
・
特
別
徴
収
の

通
知
は
7
月
上
旬
（
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
7
月
中
旬
）
に
送
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

Information' s
くらしのおしらせみとよ

▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014

三
豊
市
国
保
人
間
ド
ッ
ク

　

受
診
申
込
書
は
、
平
成
28
年
度
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付
し
て
い

ま
す
。

対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
昭
和
17
年
4

月
1
日
か
ら
昭
和
52
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の

人※
保
険
証
の
資
格
取
得
年
月
日
が
平
成
28
年

4
月
1
日
以
前
の
人
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
期
限

　

4
月
15
日
（
金
）

申
し
込
み
先

　

健
康
課
ま
た
は
各
支
所

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

　

予
防
接
種
（
定
期
接
種
）

対
象
者

①
平
成
28
年
度
中
に
下
表
の
年
齢
に
達
す
る

人
（
3
月
末
に
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
）

②
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
害
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
1
級
に
該
当
す
る
人

※
ど
ち
ら
も
、
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
は

除
き
ま
す
。

接
種
費
用

　

２
，
０
０
０
円
（
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）

※
生
活
保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯

　

に
該
当
す
る
場
合
は
、
自
己
負
担
が
免

　

除
と
な
る
「
免
除
証
明
書
」
を
発
行
し

　

ま
す
。
接
種
前
に
本
人
確
認
が
で
き
る

　

も
の
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

　

ど
）
と
印
鑑
を
持
っ
て
健
康
課
ま
た
は

　

各
支
所
で
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　

１
回

接
種
方
法

　

医
療
機
関
に
事
前
予
約
し
、
予
診
票
、
健

康
保
険
証
、
自
己
負
担
免
除
者
は
証
明
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

三豊市国保人間ドック、予防接種のお知らせ

対
象
者

申
し
込
み
期
限

申
し
込
み
先

対
象
者

接
種
費
用

接
種
回
数

接
種
方
法

後期高齢者医療保険料のお知らせ 65歳以上の被保険者の皆さんへ

▲

問い合わせ　税務課　☎73－3006

▲

問い合わせ　
　県後期高齢者医療広域連合　☎087－811－1866

第10回  市長杯小学校対抗ソフトバレーボール大会
＜硬式の部＞

＜ラージの部＞

５・６年経験者Ａブロック
優　勝　詫間ジュニアバレーボールクラブＡ
準優勝　Ｎ（二ノ宮）．Ｇｉｒｌｓ
５・６年経験者Ｂブロック
優　勝　下高瀬小学校
準優勝　財田上Ｂ
５・６年初心者Ａブロック
優　勝　曽保オレンジキッズＡ
準優勝　勝間フラワーレボリューション
５・６年初心者Ｂブロック
優　勝　曽保オレンジキッズＢ
準優勝　比地Ｈａｐｐｉｎｅｓs

３・４年経験者Ａブロック
優　勝　財田中Ｄ
準優勝　松崎レインボー
３・４年経験者Ｂブロック
優　勝　勝間ファイターズ
準優勝　大野Ｃ
３・４年初心者の部
優　勝　曽保オレンジキッズＣ
準優勝　上高野バレーボールチーム
１・２年生の部Ａブロック
優　勝　二ノ宮元気っ子
準優勝　ミラクルラッキー勝間
１・２年生の部Ｂブロック
優　勝　マジカルラッキー勝間
準優勝　大野Ｄ

優　勝　財田ＳＮＤ（財田）
準優勝　宿入（仁尾）
第３位　報連相（三野）

男子個人戦　１部　優　勝　真鍋　一也
準優勝　安部　隆司

２部　優　勝　森　　優輝
準優勝　湊　　　武

女子個人戦　１部　優　勝　平塚　洋子
準優勝　安藤　愛花

２部　優　勝　福岡かをり
準優勝　大井麻由奈

ダブルス　　１部　優　勝　守長　久男・芳地　弘文
準優勝　白井　重明・藤田　謙一

２部　優　勝　三谷　信夫・三谷紗津子
準優勝　岩田　　治・三谷　孝明

男子個人戦　１部　優　勝　守長　久男
準優勝　藤田　謙一

２部　優　勝　三好騎一郎
準優勝　三好　秀紀

女子個人戦　１部　優　勝　武川真知子
準優勝　竹内ヒデ子

２部　優　勝　岩田　邦子
準優勝　太田メグミ

第10回  市長杯ソフトボール大会

高
齢
者
用

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種の対象者
過去に23価肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことのある人は除きます
６５歳

７０歳

７５歳

８０歳

８５歳

９０歳

９５歳

１００歳

９割

8.5割

５割

２割

昭和２６年４月２日生 ～ 昭和２７年４月１日生
昭和２１年４月２日生 ～ 昭和２２年４月１日生
昭和１６年４月２日生 ～ 昭和１７年４月１日生
昭和１１年４月２日生 ～ 昭和１２年４月１日生
昭和　６年４月２日生 ～ 昭和　７年４月１日生
大正１５年４月２日生 ～ 昭和　２年４月１日生
大正１０年４月２日生 ～ 大正１１年４月１日生
大正　５年４月２日生 ～ 大正　６年４月１日生

接種期間：４月１日（金）～平成２９年３月３１日（金）

総所得金額などの合計額が
下記に該当する世帯

軽減
割合

33万円以下で被保険者全員
が年金収入80万円以下
（その他所得が無い場合）

33万円以下で９割軽減に該
当しない

33万円＋（26.5万円×世帯
の被保険者数）以下

33万円＋（48万円×世帯の
被保険者数）以下

増加額　100円

増加率　0.45％

均等割額　47 , 2 0 0円
所得割率　　8.81％

平成26・27年度

均等割額　47 , 3 0 0円
所得割率　　9.26％

平成28・29年度

第10回 市 長 杯 卓 球 大 会 （敬称略）

健康くらしくらし
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Information' s
くらしのおしらせみとよ

鳥獣被害防止対策に補助金が交付されます

▲

問い合わせ　農業振興課　☎73－3040
国民年金のお知らせ ▲

問い合わせ　　　　　　市民課　☎73－3005　　　　
善通寺年金事務所　☎0877－62－1662

会
社
を
退
職
さ
れ
た
皆
さ
ん

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
第

1
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
扶
養

し
て
い
る
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
、
配
偶
者

も
国
民
年
金
の
加
入
種
別
が
第
3
号
被
保
険

者
か
ら
第
1
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

　

第
1
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
は
、
届

け
出
が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
退

職
し
た
日
が
わ
か
る
証
明
書
を
持
っ
て
、
市

民
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

平
成
28
年
度
の
保
険
料
は

月
額
1
6
’
2
6
0
円

　

毎
月
の
保
険
料
は
納
付
書
、
口
座
振
替
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
1
年
、
6
カ
月
な
ど
定

め
ら
れ
た
月
数
分
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る

と
、
割
引
が
適
用
さ
れ
て
お
得
で
す
。
詳
し

く
は
、
市
民
課
ま
た
は
善
通
寺
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
生
は
国
民
年
金
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　

所
得
の
少
な
い
学
生
が
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
を
先
送
り
（
猶
予
）
で
き
る
制
度
で

す
。

【
三
豊
市
農
林
水
産
業
振
興
事
業
】

　

イ
ノ
シ
シ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ニ
ホ
ン
ザ
ル

な
ど
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
と
し
て
、
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

購
入
後
の
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
算
が
無

く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
限　
　

12
月
22
日
（
木
）

【
地
域
ぐ
る
み
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
】

　

地
域
ぐ
る
み
で
組
織
的
に
「
集
落
防
護
柵

整
備
」「
捕
獲
、
ま
た
は
追
い
払
い
活
動
」

「
鳥
獣
対
策
勉
強
会
」
の
全
て
の
活
動
を
行

い
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
・
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
の
協
定
集
落
を
支
援
し
ま
す
。

　

事
業
実
施
を
希
望
す
る
協
定
集
落
は
、
必

ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
業
計
画
提
出
期
限　

6
月
30
日
（
木
）

●
集
落
防
護
柵
設
置

目
的侵

入
防
止
柵
な
ど
の
被
害
防
止
施
設
、
既

存
施
設
の
機
能
向
上

補
助
率　

事
業
費
の
10
/
10
（
年
度
上
限
補

　

助
金
額
1
0
0
万
円
）

※
併
せ
て
「
捕
獲
、
ま
た
は
追
い
払
い
活
動
」

と
「
鳥
獣
対
策
勉
強
会
」
の
活
動
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

●
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

対
象放

任
果
樹
の
除
去
、
緩
衝
帯
の
整
備
、
捕

獲
器
材
や
追
い
払
い
機
材
の
導
入
、
捕

獲
・
被
害
防
除
・
処
理
加
工
に
関
す
る
専

門
家
の
研
修
、
捕
獲
鳥
獣
を
地
域
資
源
と

し
て
活
用
す
る
た
め
の
処
理
加
工
施
設
、

捕
獲
し
た
鳥
獣
を
処
分
す
る
た
め
の
焼
却

施
設

補
助
率　

事
業
費
の
1
/
2
（
年
度
上
限
補

　

助
金
額
2
0
0
万
円
）

学
生
納
付
特
例
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

・
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
も

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
受

給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

対
象

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
大
学
、
各
種
学
校
（
修
業

年
限
が
1
年
以
上
の
課
程
）
に
在
学
し
て
お

り
、
前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
の
学
生
な
ど

所
得
の
目
安

　

1
1
8
万
円
＋
扶
養
親
族
な
ど
の
数
×
38
万

円
で
計
算
し
た
額
以
下
の
場
合

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
学
生
証
（
有
効
期
限

が
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
、
コ
ピ
ー
可
）
ま

た
は
在
学
証
明
書
（
コ
ピ
ー
不
可
）
を
持
っ

て
、
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
は
、
老
後
に
受
け
取
る
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ

た
と
き
に
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
か
っ
た

り
、
学
生
納
付
特
例
の
手
続
き
を
行
っ
て
い

な
か
っ
た
り
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
学
生
納
付
特
例
を
申
請

し
ま
し
ょ
う
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
い
つ
で
も

最
新
の
年
金
記
録
が
確
認
で
き
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
の
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
自
分
の
年
金
記
録
が
24
時

間
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き

ま
す
。
ま
た
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
の
試

算
や
、
年
金
加
入
者
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
な
ど
の
通
知
書
の
確
認

も
、
画
面
上
で
行
え
ま
す
。

利
用
登
録

　

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利

用
登
録
が
で
き
ま
す
。
登
録
の
際
に
は
基
礎

年
金
番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
金

手
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

無
料
年
金
相
談

日
時　

4
月
13
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　

三
豊
市
役
所
西
館

持
っ
て
い
く
も
の

　

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年
金
番

号
を
確
認
で
き
る
も
の
の
他
、
相
談
者
本
人

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
。
代
理
人

の
場
合
は
、
委
任
状
お
よ
び
代
理
人
本
人
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

　

☎
0
8
7
（
8
1
1
）
6
0
2
0

くらし

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

学
生
納
付
特
例
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

対
象

所
得
の
目
安

手
続
き
に
必
要
な
も
の

利
用
登
録

日
時

場
所

持
っ
て
い
く
も
の

事 業 名 事 業 内 容 補　助　率

被害対策用ネット
等設置事業

狩猟免許等取得
補助事業

駆除用罠具等
購入補助事業

市内在住者が市内に所有する
水田・畑の農作物をイノシシ
などから守るため、金網・ネ
ット・電気牧柵などを設置する
経費に対して補助します。
（材料費のみ、電線類は除く。）

市内在住者が狩猟免許などを
新規に取得するための経費に
対して補助します。

市内狩猟免許取得者などがくく
りわな、箱おり、または追い
払い用花火を購入する経費に
対して補助します。

事業費（他の補助金を控除した額）
の 1/2 以内
補助金限度額　　１００,０００円

事業費（他の補助金を控除した額）
の 2/3 以内
受益戸数 2 戸以上の場合で、一体的
に整備する場合のみ対象
補助金限度額　　３００,０００円

事業費の１/２以内

事業費の１/３以内（限度額あり）

再生前

再生後

お知らせ

再生利用して地域の農地をリフレッシュ

▲

問い合わせ　市担い手育成総合支援協議会（農業振興課内）　☎73－3040
　

土
地
の
所
有
者
に
代
わ
り
、
耕
作

放
棄
地
を
新
た
な
担
い
手
が
農
地
と

し
て
再
生
し
、
5
年
以
上
耕
作
す
る

場
合
、
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
対
策

補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
よ
っ
て
経

営
規
模
を
拡
大
す
る
場
合
な
ど
は
、

市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
が

総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お知らせ

申
し
込
み
期
限

事
業
計
画
提
出
期
限

目
的

補
助
率

補
助
率

対
象
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日時　4月29日（金／祝） 
午前10時～午後２時
（小雨決行）

場所　吉祥寺周辺
内容　ノスタルジックカーパレー
ド、小学生相撲大会、お釈迦
様と象のパレード、バルーンパ
フォーマンス、各種バザーなど
▶問い合わせ
三野町イベント推進協議会
よしづ花まつり実行委員会
☎73－6228

福祉タクシーの
申請を忘れずに

粟島アーティスト・イン・レジデンス
2016 ▲

問い合わせ　産業政策課　☎73－3013

▲

問い合わせ　福祉課　☎73－3015

No.5

税のお知らせ

▲

問い合わせ　　　　　　　　税務課　☎73－3006　　　　
観音寺税務署　☎25－2191　　　　

県税事務所自動車税課　☎087－806－0314
西讃県民センター　☎25－5200　　　　

確
定
申
告
の
内
容
が
間
違
っ
て
い
た
ら

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
「
更
正
の
請
求
」
に
よ
り
正
し
い
税
額
に

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
23
〜
27
年
分
は
、
法
定
申
告
期
限
か

ら
5
年
以
内
に
、
更
正
の
請
求
書
を
観
音
寺

税
務
署
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修

正
し
て
く
だ
さ
い
。

　

修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
た
に
納
め
る
税
額

に
は
延
滞
税
が
か
か
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
修
正
申
告
書
を
観
音
寺
税
務
署
に
提
出

し
、
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

　

期
限
内
に
申
告
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た

と
き
も
延
滞
税
が
か
か
る
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
申
告
書
を
観
音
寺
税
務
署
ま
で
提
出

し
、
納
税
し
て
く
だ
さ
い

確
定
申
告
の
振
替
納
付
日

　

平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
の
振
替
納
付
日

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
場
合
や
、

振
替
口
座
の
残
高
不
足
な
ど
で
振
替
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら

納
付
の
日
ま
で
の
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1
6
が
開
幕
し
、

秋
の
粟
島
会
場
の
作
品
と
な
る
こ
と
が
決
定

し
た
「
粟
島
芸
術
家
村
」
に
、
新
た
に
若
い

二
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
入
村
し
ま
す
。
旧

粟
島
中
学
校
を
ア
ト
リ
エ
に
、
二
人
は
4
月

〜
6
月
の
3
カ
月
間
、
秋
の
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
に
向
け
た
作
品
の
制
作
を
行
い
ま
す
。

　

滞
在
中
は
、
ア
ト
リ

エ
で
の
作
品
制
作
を
見

学
で
き
る
他
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
す
る

予
定
で
す
。
秋
の
瀬
戸

芸
開
催
に
向
け
、
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【
入
村
式
】

日
時　

4
月
1
日
（
金
）　

午
後
1
時
〜

場
所　

旧
粟
島
中
学
校

協
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
の
委
員
の
改
選
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
熱
意
が
あ
り
、
年
2
〜
3
回
程
度
、

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
数　

3
人
以
内

任
期　

平
成
30
年
3
月
ま
で
（
2
年
間
）

報
酬　

4
’
0
0
0
円
/
半
日

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
「
私
の
考
え
る
男
女
共
同
参
画
」
を

テ
ー
マ
に
、
8
0
0
字
程
度
の
小
論
文
を
添

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
企
画
財
政
課
お
よ
び
各
支

所
に
置
い
て
あ
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

最
新
の
予
防
安
全
技
術
が

安
全
運
転
を
サ
ポ
ー
ト

　

県
で
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故

抑
止
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
県
独

自
の
施
策
と
し
て
、
A
S
V
（
先
進
安
全
自

動
車
）
を
購
入
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

衝
突
被
害
軽
減
（
自
動
）
ブ
レ
ー
キ

な
ど
、
A
S
V
装
置
を
備
え
た
新
車
を
購
入

す
る
県
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
（
自
ら
使

用
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
）

補
助
金
額　

3
万
円

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

県
く
ら
し
安
全
安
心
課

　

☎
0
8
7
（
8
3
2
）
3
2
3
0

応
募
期
限　

4
月
15
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
の
消
印
有
効
で
す
。

登
録
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
で
は
、
平
成
28
年
度
登
録
団
体
を
、
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、
市
内
で
活
動
し

て
い
る
団
体
が
情
報
の
交
換
や
発
信
を
行
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
積
極
的
に
参
画
の
機
会

を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
男
女
の
区
別
な
く
、

全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
社
会
を
目

指
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

　
　

（
女
性
団
体
に
限
り
ま
せ
ん
）

年
会
費　

1
団
体　

1
’
0
0
0
円

　

申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

☎
73
･
3
0
1
0

対
象　

毎
年
4
月
1
日
現
在
で
、
市
内
に
引

き
続
き
1
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
80

歳
以
上
の
人

助
成
額　

1
年
に
つ
き
8
’
0
0
0
円
分

（
5
0
0
円
×
16
枚
）
の
利
用
券
を
交
付

交
付
方
法　

対
象
者
に
は
3
月
下
旬
に
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
場
所
や
手

続
き
の
方
法
は
、
同
封
の
書
類
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

利
用
事
業
者　

海
上
タ
ク
シ
ー
を
含
む
市
内

の
タ
ク
シ
ー
業
者
で
利
用
で
き
ま
す
。

振
替
納
付
日
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、
本

人
や
家
族
が
運
転
す
る
自
動
車
な
ど
に
か
か

る
税
金
が
減
免
に
な
り
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
自
動
車
税
（
県
税
）

申
請
期
間　

4
月
1
日（
金
）〜
5
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
　

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

県
税
事
務
所
（
高
松
合
同
庁
舎
内
）

出
張
受
付

日
時4

月
13
日（
水
）、
20
日（
水
）

5
月
18
日（
水
）の
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー
（
三
豊
合
同
庁
舎
内
）

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
減
免
対
象
の
障
害
等

級
の
判
定
方
法
が
一
部
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
県
税
事
務
所
自
動
車
税
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
平
成
28
年
度
軽
自
動
車
税
（
市
税
）

申
請
期
限　

5
月
24
日
（
火
）

　

す
で
に
減
免
を
受
け
て
い
る
人
は
、
申
請

事
項
に
変
更
が
な
い
限
り
、
再
申
請
は
不
要

で
す
。
4
月
初
め
に
送
付
す
る
通
知
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
平
成
27
年
度
中
に

車
を
買
い
替
え
た
人
は
、
新
し
い
車
で
の
再

申
請
が
必
要
で
す
。

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

くらし

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　

4
月
20
日
（
水
）

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

4
月
25
日
（
月
）

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
の
振
替
納
付
日

日
時

募
集
人
数

応
募
方
法

任
期

報
酬

対
象

応
募
期
限

年
会
費

補
助
金
額

対
象

応
募
資
格

場
所

対
象

助
成
額

交
付
方
法

利
用
事
業
者

申
請
期
間

申
請
期
限

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

日
時

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

みとよ　春のイベント

催し

催し

第21回　よしづ花まつり
　　か　ち
お徒歩でいく　仁尾なつかし味めぐり
毎週土曜日（8・9月は休み）午前11時～
※所要時間は約2時間30分
利用人数　2～10人（先着順）
料　　金　中学生以上　2,000円

小学生　　　1,000円
※食事代、ガイド料を含む（当日集金）

集合場所　午前10時50分までに仁尾町文化会館へ
申し込み　催行2日前の木曜日午後5時までに

電話でお申し込みください。
▶申し込み・問い合わせ
　市観光協会　☎56－5880

第25回
さぬき二ノ宮ふる里まつり
日時　４月29日（金／祝）

午前９時～午後３時
（小雨決行）

場所　高瀬茶業組合周辺
内容　茶畑ろ～どウォーク、タケ
ノコ掘り体験、新茶摘み体験、
新茶の接待と販売、手もみ茶
実演、各種バザーなど
▶問い合わせ
　高瀬茶業組合　☎74－6011

日時日時
日時　

利用人数
料　　金　

集合場所
申し込み　

場所　
内容　

場所　
内容　

お知らせ

八田綾子さん
（神奈川県）

青木春奈さん
（宮城県）

No.45

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会
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自衛官（特別職国家公務員）募集

■問自衛隊観音寺地域事務所
☎25－6122

警察官募集（大学卒業程度）

■対昭和61年４月２日から平成７年
４月１日までに生まれた人

■受４月12日（火）まで
■問三豊警察署　☎72－0110
平成28年度手話奉仕員養成講座
受講者募集

　手話通訳者および手話奉仕員養
成講座を開催します。奉仕員養成は
入門編（全22回）と基礎編（全25回）
があります。詳しくはお問い合わせ
ください。
■申■問県聴覚障害者福祉センター　
　☎087－868－9200

県後期高齢者医療広域連合懇話会
公募委員募集

　後期高齢者医療制度の施行およ
び運営に関し、被保険者の代表者
の一人として、意見を述べていた
だく懇話会の委員を募集します。

■対県内在住で、平成28年４月１日現
在で満75歳以上の人　

■数２人
■受５月16日（月）まで
■申■問県後期高齢者医療広域連合
　☎087－811－1866

JICAボランティア募集

■対青年海外協力隊／日系社会青年
ボランティア（満20～39歳）、シニ
ア海外ボランティア（満40～69
歳）※いずれも日本国籍を持つ人

■受５月９日（月）まで
■申■問 JICA四国
　☎087－821－8824

精神保健相談日

【思春期相談】（要予約）
■時４月11日（月）
午後２時～４時

【心の健康相談】（要予約）
■時４月27日（水）
午後１時45分～３時45分　

■場西讃保健福祉事務所
■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052
　

さぬき若者サポートステーション
出張相談

■時４月４日（月）詫間福祉センター
　　 11日（月）山本町保健センター

　　 28日（木）豊中町農村環境改善
　　　　　　　センター
午前10時～午後４時

■対15歳からおおむね39歳までの人
またはその家族　

■内就職支援相談、キャリアカウン
セリング

■問さぬき若者サポートステーション
☎0877－58－1080

遺言・相続に関する無料相談（要予約）

■時４月14日（木）
午前10時～午後４時　

■場香川県弁護士会館（高松市）
■内面談による相談（1件30分以内）
■受予約は4月11日（月）まで
■申■問県弁護士会
　☎087－822－3693

憲法週間記念無料法律相談

■時４月27日（水）
高松：午前10時～午後4時
丸亀：午前10時～午後3時30分

■場高松：高松家庭・簡易裁判所
丸亀：高松地方裁判所丸亀支部

■内弁護士による面談での相談
（１件 30分程度）
■問県弁護士会　☎087－822－3693

　

三豊市民卓球教室

■時４月17日（日）
午前９時～午後４時

■場市総合体育館
■対市内に在住、在勤、通学する人
または市内の卓球クラブに属す
る人で、硬式またはラージボー
ルの初心者、中級者、上級者

■内サーブやレシーブ、練習方法な
どの講習会、練習試合

■料 300円（ただし、学生は無料）
■受４月８日（金）まで
■申参加申込書に記入の上、市社会
教育団体連絡協議会または各町
の卓球部長まで提出

■問市社会教育団体連絡協議会
☎56－6251

女性のための簡単運動講座
「美・ピラティス」
■時 5月12日～7月28日の毎週木曜日
（全12回）
午後1時30分～2時30分

■場高瀬町農村環境改善センター
■対運動習慣を身に付けたい、おお
むね40～60歳の女性で、全12
回全て参加できる人（平成24～
27年度の参加者を除く）

■講たくまシーマックスインストラ
クター　片山有佳氏

■数 30人（先着順）
■受４月７日（木）午前８時30分～
■持ヨガマット、水分補給の飲み物
■申■問健康課　☎73－3014
山本町公民館　生涯学習講座
【スターウォッチング
　　　　月と木星の観察】
■時４月16日（土）
午後７時30分～９時

■場山本ふれあい公園
■注小学生以下は保護者同伴
雨天や曇天時はビデオ学習

【グラスアート】
■時４月17日（日）午前10時～正午
■場山本町生涯学習センター

■料1,000円
■数 20人
■受 4月10日（日）まで
【気功と太極拳教室】
■時 5～11月（８月を除く）の原則第1
金曜日（全６回）
午後１時30分～３時

■場山本町農村環境改善センター
■講近井昭博氏
■数 60人程度
■持ヨガマットまたはバスタオル、
水分補給の飲み物

■申■問山本町公民館　☎63－1041

市総合体育館4月健康教室（要予約）

【健康相談と運動処方】
■時４月２日（土）、23日（土）の
午前９時～10時30分、
５日（火）午後５時～６時30分、
15日（金）午後４時～５時30分

■内各種トレーニング機器を使った効
果的な運動を専門のインストラク
ターがサポート

■料 200円
【正しいトレーニング方法を学ぼう！】
■時４月23日（土）　
午前10時30分～11時30分

■対トレーニングルーム会員
■内最新のスポーツ科学に基づいた
注意点やポイントを紹介

■講四国学院大学教授　清水幸一氏
■数 15人
■料200円
■申■問市総合体育館 　☎72－1500

三豊総合病院4月の健康教室

【腎臓病教室】
■時４月21日(木)　
午後３時30分～５時

【夜間糖尿病教室】
■時４月14日（木）　
午後６時～７時30分

【肝臓病教室】
■時４月28日(木)　午後２時～４時
【男性の調理実習】
■時４月６日（水）　
午前10時～12時30分

※各教室とも事前予約が必要
※調理実習・試食会は600円が必要
■申■問健康管理センター　☎52－2726
緑のカーテン育成講習会

■時４月21日（木）午後１時30分～
■場高瀬町農村環境改善センター
■内緑のカーテンの効果や作り方を
紹介

■数 30人
■受４月20日（水）正午まで
■持動きやすい服装、軍手、スコップ
■申■問県環境政策課
　☎087－832－3209

第7回三豊発!!さぬき軽トラ市

■時４月17日（日）
午前９時～午後２時

■場三豊市役所本庁舎前駐車場
■問さぬき軽トラ市実行委員会　
☎73－3040

紫雲出山　桜ライトアップ

■時 4月15日（金）まで
※桜の開花状況により変更あり
■問市観光協会　☎56－5880
じんけんフェア2016 
　　　　　　in お城まつり
■時５月３日（火／祝）
午前９時30分～午後４時

■場丸亀市生涯学習センターおよび
丸亀市役所

■問丸亀市人権課　
☎0877－24－8811

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　　　　　　　■持＝持参物　■テ＝テーマ　■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

講座・教室

APRIL
月のお知らせ４

相談

　

さぬさぬさぬさぬさぬさぬさぬききききき
出張出張出張出張出張出張出張相相相相

自衛自衛自衛衛衛衛自衛自自 官

警察警察警察警察察察警察警警 官

■

県後県後県後県後県後県後県後県後後期期期期
公募公募公募公募公募公募公募委委委委

平成平成平成平成平成平成平成平成成222
受講受講受講受講受講受講受講者者者者

JJJJIJIIIJ CCCCCCAC

■■

神精神精神精神精神精神精神精神精 保保

女性女性女性女性女性女性女性のの
「美「美美「美「美「美「美・・・・

■■■■■■■■
緑の緑の緑の緑の緑の緑の緑の緑 カカ

■■■■

紫雲紫雲紫雲紫雲紫雲雲紫雲紫雲紫 出

じじじんじんじんじんじんんんけけけんけけ
　　

第第7第7第7第7第7第7第 回回回

■

総市総市総市総市総総市総市総市 合合

豊三豊三豊三豊三豊豊三豊三豊三 総

山本山本山本山本本本山本山山 町
【

遺言遺言遺言遺言遺言遺言遺 ・・

■■■■■

法憲法憲法憲法憲法法憲法憲憲 週

■■■

三豊三豊三豊三豊豊豊三豊三三 市

■■

募集

県指定有形文化財　
本山寺鎮守堂の修理現場が公開されます

市役所で使用する封筒の広告募集
　市役所の窓口で使用する封筒の広告を募集します。
封筒は9月1日からの1年間、市民課や税務課、各支所の
窓口に設置します。
　掲載は、広告事業実施要綱および広告事業実施基準
などの規定に基づき審査します。
■受４月15日（金）午後５時まで
■申■問市民課　☎73－3005

■注事前申し込みは不要です。工事用の足場に登っ
ての見学となります。安全のため、足場上での
写真撮影はご遠慮ください。また、できる限り
公共の交通機関をご利用ください。

おやじバンドライブ! 京極テリーズ
■時  4月22日（金）
午後７時開演

■料  一般500円　
学生100円
当日ロビーにて

■出■演京極テリーズ

イベント

受付期限

5月6日（金）

4月22日（金）
随時

一般幹部候補生
歯科・薬剤科幹部候補生
医科・歯科幹部自衛官

自衛官候補生

区　分

■問生涯学習課　☎73－3135

宝くじの助成金で整備しました 故　山下右作氏　寄贈展

　宝くじの助成金を受けて、
仁尾町の仁尾ノ上自治会が
獅子頭や長胴太鼓の他、獅
子舞道具を整備しました。

■問総務課　☎73－3000

■時  4月24日（日）まで
午前9時～午後5時

※月曜休館
■場宗吉かわらの里展示館
■料15～64歳は100円
■問宗吉かわらの里展示館　
☎56－2301

■時４月16日（土）
①午前10時～正午
②午後１時～３時

■場本山寺
■対小学生以上
（小学生は保護者同伴）

弥生土器

参加無料

　中世に建てられた本山寺鎮守堂は、約30年ぶり
に檜皮葺の屋根の葺き替え修理を行っています。
今しか見ることのできない文化財の姿と、伝統の
職人技を、ぜひご覧ください。

ひわだぶき
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受講生
募集

第2回 誰もが安心して暮らし続け
られるわが町（三豊市）づくりフェア

■時 5月22日（日）　
午前9時30分～午後4時30分

■場マリンウェーブ
■内認知症に関する講演、落語、屋
台、イベントなど

■問西香川病院　☎72－5121

サミット警備などにご協力ください

　日本で開催される主要国首脳会議
（サミット）に伴い、「G7香川・高松
情報通信大臣会合」が4月29日（金
／祝）と30日（土）に、高松市で開催
されます。
　過去のサミットでは、テロや暴動な
どの不法事案が発生したこともあり、
警察では開催期間の前後に警戒警備
を強化します。また、開催期間中は警
備のため、高松市中心部での交通混
雑が予想されます。
　警戒警備活動に対するご理解とご
協力をお願いします。
■問三豊警察署　☎72－0110
交通事故の被害に遭われた人へ

　自動車事故対策機構では、自動車
事故が原因で脳や脊髄、胸腹部臓器
を損傷し、在宅介護が必要な人に介
護料を支給しています。
　また、自動車事故が原因で保護者
を亡くしたり、保護者に重度の障がい
が残り生活が困窮したりしている子
どもに、義務教育終了まで、育成資
金の無利子貸し付けを行っています。

■問自動車事故対策機構高松主管支所
☎087－851－6963

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ
振り込め詐欺にご注意ください

　市職員などを装って電話をかけて
医療費や保険料を還付すると伝え、
ATM（現金自動預け払い機）からお
金を振り込ませようとする詐欺事件
が多発しています。
　広域連合や市の職員がATMの操
作をお願いすることは絶対にありま
せん。不審な電話があった場合は、
最寄りの警察署や県後期高齢者医
療広域連合（☎087－811－1866）、ま
たは健康課（☎73－3014）にご相談
ください。

第81回 香川県美術展覧会
開催要項配布のお知らせ

　市内では開催要項や出品申込書を
次の場所に置いています。
■場生涯学習課、各公民館、各図書館
■問県立ミュージアム 
☎087－822－0247

長寿手帳　交付のお知らせ

　栗林公園や県立
ミュージアムなど
指定された県内公
共施設に無料で入
場できる長寿手帳
を交付しています。
必要な人は申請してください。
■対県内在住の65歳以上の人
■交■付■■場■所福祉課または各支所
■持免許証など年齢を確認できるもの
■問福祉課　☎73－3015

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

日　程 場　　所時　間

高瀬町公民館（さくらの会）

13:30～15:00 詫間福祉センター（みつより会）

 7日（木）
14日（木）
21日（木）
26日（火）

福祉課　☎73－3015こころの相談

10:00～11:30
13:30～15:00

日　程 場　　所時　間
詫間福祉センター
高瀬町農村環境改善センター　

1日（金）
25日（月）

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　■持＝持参物　■テ＝テーマ　
■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先月のお知らせ４4月の保健・相談

中学生海外派遣研修

２月の市内交通事故発生状況（　）内は前月比　発生件数27件（－２）死者数0人（－２）負傷者数37人（3）

健康相談 健康課　☎73－3014
高血圧・糖尿病など生活習慣病の予防、禁煙などの相談

相 談 名 日　　程 時　　間 場　　　　所 問い合わせ
10:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00
10:00～12:00
13:00～15:00
13:00～16:00
10:00～15:00
9:30～14:00

市民センター仁尾（仁尾庁舎）
高瀬町農村環境改善センター
三野町社会福祉センター
財田庁舎
山本庁舎
詫間福祉センター
豊中庁舎
粟島開発総合センター
高瀬町農村環境改善センター
山本町農村環境改善センター
詫間福祉センター
豊中庁舎
財田庁舎
三野町社会福祉センター
市民センター仁尾（仁尾庁舎）

4日（月）

6日（水）

11日（月）

12日（火）
13日（水）
19日（火）
4日（月）
6日（水）

13日（水）

14日（木）

20日（水）

10：00～15：00

行政相談

人権相談

総務課　☎73－3000
または各支所

人権課　☎73－3008
または各支所

10：00～11：30 ふれあいプラザにお

危機管理センター
※対象地域は三野町、豊中町、詫間町、仁尾町

西讃農業改良普及センター
※対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者
※毎月第3火曜日　農業制度資金相談会開催中

高瀬町農村環境改善センター

13：30～16：00

13：00～16：00
（要予約）

9：00～17：00

職業相談

農事相談

就農相談

よろず三豊
サテライト 産業政策課　☎73－3013

農業委員会　☎73－3046

☎82－2607

担い手育成総合支援
協議会事務局
☎62－3075

11日（月）

14日（木）

6日（水）
20日（水）

18日（月）

～

28日（木）

サミサミサミサミサミサミサ ッッッ

通交通交通交通交通通交通交通交 事

長寿長寿長寿長寿長寿寿長寿長寿長 手

第第2第2第2第2第2第2回回回回
られられられられられられられられるるるる

第8第8第8第8第8第8第811111回
開催開催開催開催開催開催開催要要要要

後期後期後期後期後期後期後期高高高高
振り振り振振り振り振り振り込込

その他

「
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73　·

3
1
3
7

日　程 時　間 場　　所
詫間福祉センター
豊中町保健センター
山本町保健センター
三野町保健センター
市民センター仁尾（仁尾庁舎）
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
高瀬町公民館

9：30～11：00

7日（木）
8日（金）
13日（水）
18日（月）
19日（火）
21日（木）
27日（水）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談
日　程 時　間 場　　所

市民センター仁尾（仁尾庁舎）
三野町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三豊市役所
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター

10:00～11:00

4日（月）
8日（金）
12日（火）
14日（木）
20日（水）
21日（木）
27日（水）

※休日当番医は、都合により変更になることがあります休日当番医 ※　　＝歯科の診療時間は午前9時から正午まで　　　
日　程 医療機関名 電話番号市町名

今川内科医院
中央クリニック
　森川歯科医院
岩崎病院
渡辺ハートクリニック内科
　いその歯科クリニック
嶋田内科医院
羽崎病院
　久保歯科医院
山地外科医院
業天医院
　ごうだ歯科医院
森クリニック
西山整形外科医院
そがわ医院
かもだ内科クリニック
　篠丸歯科医院

豊中町
観音寺市
山本町
詫間町
観音寺市
観音寺市
三野町
観音寺市
豊中町
三野町
観音寺市
観音寺市
三野町
観音寺市
豊中町
観音寺市
高瀬町

62－2052
25－0755
63－2968
83－6011
23－2022
57－1550
73－5178
25－3382
62－2221
72－2577
52－3636
27－8199
72－1567
25－0107
62－2357
23－4976
72－3788

3日（日）

10日（日）

17日（日）

24日（日）

29日（金）

5月1日（日）

参加者
募集

※中小企業・小規模事業者の経営相談（知的財産技術相談も、よろず三豊サテライトで受け付けます）

10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：00
10：00～11：30
13：30～14：30

日　程 場　　所時　間
山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター（豊中町）
高瀬町農村環境改善センター
三野町保健センター
仁尾町文化会館
二ノ宮地区農業構造改善センター
マリンウェーブ
荘内自然休養村センター

7日（木）

11日（月）

15日（金）

19日（火）

20日（水）

地域包括支援センター　☎73－3017

みとよ元気運動塾（旧遊ビリテーション）
誰でも参加できる
転倒予防のための体操教室

■言■語英会話、スペイン語、フランス語、
　韓国語、中国語

■期■間 4～7月の週1回（各クラスとも
　全12回、場所や曜日はクラス
　によって異なります）

■料一般16,600円　会員15,600円

■時４月３日（日）～毎週日曜日
午後２時～４時（休講日あり）

■場高瀬町公民館
■対市内および近隣に住む外国人

■ア■メ■リ■カ■コ■ー■ス
８月中旬　８泊10日

■韓■国■コ■ー■ス
８月下旬　５泊６日

■数各コース10人
■補■助■金研修経費の40%を補助します。

▲

申し込み・問い合わせ
三豊市国際交流協会　☎56－5121

外国語講座4月期

随時
募集中

外国人のための
　　「日本語講座」

（２月受付分）
心温まる贈りもの

　このたび、次の皆さまより善意の
ご寄付をいただきました。厚くお礼
申し上げます。　（敬称略・順不同）

社会福祉協議会へ

香川　光男
川人　恭子
播本　明美

高瀬町
豊中町
琴平町

　海外の姉妹・友好都市に派遣す
る中学生を募集します。皆さん、世
界に飛び出してみませんか。

☆納付には口座振替が便利です。
☆全期前納の人で口座振替ができなかった場合、当年度は期別振替に変更と
　なりますのでご了承ください。
☆納期限内に納めましょう。

税務課からのお知らせ

５月２日（月）

４月は、 固 定 資 産 税
　　　　（全期前納および第１期分）の納付月です。

口座振替日および納期限

■督促手数料■
地方税法では、納期限までに納付がなかった場合は、｢納期限後20日以内に督促状を発しなけれ
ばならない」ことになっています。市では、このことを受けて督促状を発送し、条例により督促手数
料を徴収することと定めています。

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼



ここ み笑 通信え子育てするなら三豊が一番！ 子 ど も ・ 子 育 て ・ 笑 顔 の み と よ
★4月のお知らせ★

ホームページにも
アクセスしてください!!
http://www.kokoemi.jp/

ケータイ・スマホは
こちらからアクセス!

子育て情報満載!!

2 月生まれの
赤ちゃん

29人

はじ
めまして

（男の子17人
女の子12人）

市内在住で、満1歳の誕生日を迎え
る愛どるを募集しています。6月生
まれで掲載を希望する人は4月11日
（月）～28日（木）の期間に市ホーム
ページから申請書をダウンロードし、
必要事項を記載の上、写真（データ
可）を添えて 、秘書課まで持参して
ください。▲

申し込み・問い合わせ
　　　　　　 秘書課　☎73−3001

愛どる募集

※このコーナーの個人情報を営業目的など
　に利用することを禁じます。

6月生まれの

ふぉとぎゃらりぃ 4月
生まれ

❶
❷
❸
❹

吉
よしひさ

久　由
ゆり

莉ちゃん
2015年4月8日
弘晃・由美子（詫間町）
ゆり姫～♡生まれて
きてくれてありがと
う!大好きだよ♡

❶
❷
❸
❹

細
ほそかわ

川　陽
ひなた

詩ちゃん
2015年4月2日
晃功・早央里（豊中町）
1歳おめでとう♡か
わいい笑顔にいやさ
れてるよ♡

❶
❷
❸
❹

酒
さかい

井　将
まさひろ

宏ちゃん
2015年4月29日
宏幸・納満（三野町）
お誕生日おめでとう!
いっぱい食べて大き
くなってね。

❶
❷
❸
❹

山
やまもと

本　暖
だん
ちゃん

2015年4月9日
貴仁・由賀（三野町）
みんな、暖君大すき
だよ♡

❶
❷
❸
❹

次
つぎた

田　美
みおん

愛ちゃん
2015年4月15日
基・佳恵（山本町）
我 が 家 の 癒 や し 担
当 ♡ イ ッ パ イ 笑 っ
て イ ッ パ イ 楽 し も
うな♡

❶
❷
❸
❹

岸
きしもと

本　桃
ももか

花ちゃん
2015年4月22日
倫明・裕美（山本町）
桃ちゃんの笑顔にみ
んな癒やされてるよ。
いつもありがとう!

❶
❷
❸
❹

妹
せのお

尾　郁
いぶき

希ちゃん
2015年4月29日
悟司・陽子（高瀬町）
生まれてきてくれて、
ありがとう。そして、
お誕生日おめでとう
♡

❶おなまえ❷生年月日❸両親の名前（町名）
❹メッセージ

対象 日程 受付時間 場所

４カ月児健診
（平成27年12月生まれ）

19日（火）

13：30
～

13：50

三野町
保健センター

26日（火）

1歳6カ月児健診
（平成26年9月生まれ）

13日（水）
28日（木）

3歳児健診
（平成24年9月生まれ）

7日（木）
14日（木）

乳幼児健診

◎乳幼児健診・相談は子どもの成長や発達を知る節目の時期に実施しています。
　ぜひこの機会に受けましょう。

対象 日程 受付時間
（開始時間） 場所

平成27年6月生まれ
19日（火） 13：00～

13：10
（13：15）

三野町
保健センター26日（火）

10カ月児相談

対象 日程・時間 場所

1歳未満の子どもを 
持つ家族

（希望者は4日～13日までに 
お申し込みください）

20日（水）
10：30～11：30

三野町
保健センター

離乳食講習会

対象 日程・時間 場所

16週以降の妊婦
（希望者は11日～22日までに 
お申し込みください）

25日（月）
9：30～11：00

三野町
保健センター

プレママひろば

対象 日程・時間 場所

18歳未満の子どもと
その保護者

（希望者は25日までに電話で 
お申し込みください）

 26日（火）
13：30

～

16：00

市役所
3階

◎県の専門員が相談に応じます。保護者のみの相談も可能です。

児童相談

遺児年金支給事業を
ご存知ですか

対　　象

支 給 額

申し込み

【現況届について】
現在、遺児年金を受給している人は、4 月 28
日 ( 木 ) までに「遺児年金現況届」の提出が必
要です。該当者には通知します。

市内に住所を有し ｢遺児｣ の親権を行う人、
または現に ｢遺児｣ を監護している人
※｢遺児｣とは市内に住所を有する義務教育終
了前の子どもで、次のいずれかに該当する人

遺児１人につき 年額120,000円
※支給は年3回（7月・11月・3月）

子育て支援課または各支所

・父母が死亡
・父または母が死亡
・父母またはその一方が 1 年以上生死不明

ただし、離婚後に死亡した場合や、離婚後に生死
がわからなくなった場合は該当しません。

▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73−3016 ▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73−3016

小児慢性特定疾患治療研究事業の対象疾病で在宅
療養をしている、日常生活を営むのに著しく支障
のある児童に対し、次の日常生活用具を給付しま
す（世帯の課税状況に応じて自己負担があります）。

便器・特殊マット・特殊便器・特殊寝台・歩行支援用
具・入浴補助用具・特殊尿器・体位変換器・車いす・頭
部保護帽・電気式たん吸引器・クールベスト・紫外線
カットクリーム・ネブライザー（吸入器）・パルスオ
キシメーター

▲

問い合わせ　子育て支援課　☎73−3016

日常生活用具を給付します

生活用具種目

妊婦・乳児一般健康診査受診票の

交付内容が変わります
妊婦・乳児一般健康診査受診票とは、妊婦と 1歳未満の乳児が
健康診査を受診する際に使用できる受診票のことです。受診時に
受診票を提示すると、無料で検査を受けることができます。
4月から、下記のとおり受診票の交付内容が変更になりました。

市外からの転入者は受診票の交換が必要になりました

多胎妊娠の妊婦に
受診票が 2枚追加されます

市外で交付された妊婦・乳児一般健康診査受診票を持っている人は、4月以降、三豊市
が発行する受診票に交換してください。
※ 4月 1日より前に転入し、市外で交付された受診票を持っている人も交換が必要です。
　該当する人は、受診票と印かんを持って子育て支援課へお越しください。

妊婦一般健康診査受診票は通常 14枚交付し
ますが、4月以降、多胎妊娠の妊婦は申請によ
り追加で 2枚交付を受けることができます。
4月 1日より前に母子保健ガイドブックの交
付を受けている多胎妊娠の妊婦で、4月 1日以
降に妊婦健診を受ける予定があり、受診票の追
加交付を希望する人は、子育て支援課で申請を
してください。

赤ちゃんとお母さんの
健康のために
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さ
ん（
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は
当
時
を
こ
う
振
り
返
り
ま
す
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「
豊
中
町
は
宮
川
や
財
田
川
か
ら

の
伏
流
水（
湧
き
水
）に
恵
ま
れ
、飲

料
水
に
は
ほ
と
ん
ど
井
戸
水
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
ね
。
た
だ
、一
部

の
地
域
で
は
、
水
に
金か
な
け気
が
含
ま

れ
、水
質
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、良
質
な
飲
料
水
を
確

保
す
る
た
め
に
写
真
の
配
水
塔
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
配
水
で
き
る
軒
数

は
3
0
0
軒
く
ら
い
で
し
た
が
、良

質
な
飲
料
水
を
確
保
で
き
る
こ
と
は
、

当
時
と
し
て
は
画
期
的
で
し
た
よ
。

配
水
塔
の
高
さ
は
16
ｍ
で
、塔
の

上
部
に
は
貯
水
量
10
㎥
の
貯
水
タ
ン

ク
が
据
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

下
深
く
に
あ
る
井
戸
か
ら
、ポ
ン
プ

で
汲
み
上
げ
た
水
を
こ
の
貯
水
タ
ン

ク
に
貯
め
て
お
く
の
で
す
が
、タ
ン

ク
内
の
水
量
を
計
測
す
る
た
め
の
検

知
器
が
時
々
故
障
す
る
ん
で
す
よ
。

そ
ん
な
と
き
は
、管
理
用
の
は
し
ご

に
登
っ
て
、修
理
し
て
い
ま
し
た
」と
、

牧
さ
ん
は
円
柱
型
の
貯
水
タ
ン
ク
を

指
さ
し
な
が
ら
語
り
ま
す
。

「
そ
う
い
え
ば
、仕
事
を
し
て
い

て
怖
か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
よ
。

タ
ン
ク
が
漏
水
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
か
ら
調
査
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
。
業
者
の
人
と
一
緒
に
、

タ
ン
ク
に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
、幅

30
㎝
ほ
ど
の
足
場
を
伝
っ
て
恐
る
恐

る
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。
平
場
な

ら
楽
々
歩
け
る
幅
で
す
が
、16
m
の

高
さ
と
な
る
と
な
か
な
か
そ
う
は
い

か
な
い
。
当
時
は
命
綱
も
無
か
っ
た

の
で
、本
当
に
怖
か
っ
た
で
す
よ
」

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
今
も
当
時
の

面
影
を
そ
の
ま
ま
残
す
簡
易
水
道
配

水
塔
。
近
く
に
来
た
と
き
は
ぜ
ひ
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

「
想
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
」

このコーナーは、文書館に保存している古い写真を皆さんに紹介します。

昭和29（1954）年に本山村で水道建設が計画され、昭和30（1955）年の町村合
併により豊中村の事業として引き継がれ、同年に簡易水道が完成している。
当時、農村部に水道が敷設されることは画期的なことであり、本山村で事
業計画がたてられる時も賛否両論があったという。簡易水道の完成により、
良質な飲料水が確保できるようになった。

簡易水道配水塔
昭和50（1975）年頃

豊中町

懐かしの1枚

page蘇る一瞬 みとよ写真帳 eeee 40

春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
こ

の
時
期
に
は
、
市
内
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
、
い
ろ
ん
な
花
が
咲
き
乱

れ
ま
す
。
桜
、
桃
、
菜
の
花
、
キ
ン

セ
ン
カ
…
。
色
鮮
や
か
な
花
々
は
心

を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

普
段
車
で
走
っ
て
い
て
も
、
気
に

も
な
ら
な
い
風
景
。
で
も
、
そ
こ
に

花
が
あ
る
だ
け
で
、
な
ん
だ
か
優
し

い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。
日
々
の
仕

事
に
追
わ
れ
、
疲
れ
て
い
て
も
、
き

れ
い
な
花
を
見
る
だ
け
で
元
気
が
湧

い
て
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
心
に

ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
花
を
眺
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
、
幸
せ
な
気
分

に
な
れ
ま
す
よ
。

※
文
書
館
で
は
、
ま
ち
の
風
景
や
催
事
な
ど
の
古
い
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
原
本
は
お
返
し

し
ま
す
の
で
、
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。【
文
書
館　

☎
63
・
1
0
1
0
】
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